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穐
轟謹鄭価

・
凱
対
し
て
　
正
常
な
価
額
を
知
ら
せ
地
価
の
目
安
　
鑑

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
や
、
公
共
用
地
の
適
正
な
取
得
価
格
の
算
定

等
の
基
礎
に
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
四
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
、

対
象
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
白
石
市
内
に
標
準
地
が
三
地
点
選
定
さ
れ
て
、

そ
の
公
示
価
格
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

地価の公示・市内3地点が

正しい価格の目やすに

羅
漁驚．庵

鰐
詰
雛
鰐

地
価
公
示
は
官
報
で
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
官
報
と
同
し
内
容
を
記

載
し
た
書
類
（
日
本
全
国
の
標
準

地
・
、
王
部
掲
載
）
と
標
準
地
の
位
置

を
記
載
さ
れ
で
、
い
る
地
図
を
閲
覧

に
供
し
て
お
り
ま
す
。

時
問
日
曜
祝
祭
日
を
除
く
日

　
　
　
は
午
前
八
時
半
～
午
後

　
　
　
五
時
。

　
　
　
土
曜
日
は
午
前
八
時
半

　
　
　
ー
十
二
時
。

地
価
公
示
法
の
目
的

都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
等

に
つ
い
f
、
．
標
準
地
を
選
定
し
、

・
て
の
正
常
な
価
格
を
公
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
般
の
土
地
の
取
引

す
る
土
地
に
対
す
る
適
正
な
補
債

金
の
額
の
算
定
等
に
資
し
、
適
正

な
価
格
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
で
、
お
り
ま
す
。

（昭和5（）年1月1日現在〕市内指定標準地
白石’辱尺か

らレ石置巨跨匡況

1．21、田水　廻

前　踏

のk況
西3nI
市　1江

周辺の土地
　利贋｝昆況

一・般住宅か多

い住宅地域

利用の

堤況
m当

値i格
標阜
所イ1．地凹

1モ　宅20．000

字
3
0

市
酌

石
寺
4

白
中
番

1置41、田育
一髭フ南6m

市　1旦

200m水　直n
擢
旦

ヒ
目
「

一般住宅か多
い住宅地域

中低層ハ小売
店舗が建ち並
，商業地域

住宅15，500

店舗兼
住　宅

84．500

白石市郡
山字花見
平22番27

白石市字
本町104
番4

書
類
の
主
な
内
容

▼
標
準
地
の
住
居
表
示

▼
標
準
地
の
前
面
道
路
の
状
況

▼
標
準
地
の
水
道
、
ガ
ス
、
下
水

道
状
況

▼
標
準
地
の
主
な
交
通
施
設
の
状

況
▼
標
準
地
に
係
る
都
市
計
画
法
、

そ
の
他
法
令
に
基
づ
く
制
限
で

主
要
な
も
の

等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
．

閲
覧
要
領

場
　
所
　
白
石
市
役
所

　
　
　
　
　
秘
書
企
画
課

　　　　　　　れ　　　　　　　’藏　　　　　　糠

阿
部
市
助
役
再
任
さ
れ
る

任
期
満
了
に
伴
う

庵．1
疑

、
市
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
、
過
般
開
催

欝　
　
幽

さ
れ
た
市
議
会
に
お
い
て
、

同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、
七

月
六
日
付
け
で
、
再
任
の
発

令
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
．

氏
名
　
阿
　
部
　
　
末
　
吉

住
所
　
白
石
市
字
沢
目
八
の

危
険
な
花
火
遊
び

　
保
護
者
の
注
意
で

　
　
　
事
故
防
止

百久

の
山
俊
の
滋
ポ
ー
一
い
游
一
び

の
二
　
つ
で
．
あ
る
花
小
、
は
干

供
に
と
っ
！
」
．
　
一
種
乃
冒

険
て
あ
り
、
ツ
、
リ
些
に
レ
曽

ん
だ
瀞
｝
び
て
ち
り
士
｝
す
心

　
最
近
、
た
い
（
、
ん
危
険

な
も
の
が
多
く
出
回
っ
で
、

き
て
お
り
、
二
の
よ
う
な

危
険
な
花
火
は
子
供
に
与

え
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、

ん

厄
除
ハ
・
度
の
低
い
鼎
化
火
で
孕
U
、

扱
い
方
に
よ
っ
f
、
は
非
常

に
危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
、

必
ず
保
護
者
の
見
守
る
と

二
ろ
で
花
火
遊
び
を
す
る

よ
う
に
望
み
た
い
も
の
で

す
σ

　
取
扱
い
に
次
の
事
項

　
　
　
　
を
守
つ
て

▼
花
火
に
当
首
い
て
あ
る
遊

　
び
方
を
よ
く
読
み
、
必

　
ず
守
る
こ
と
，

▼
花
火
を
へ
や
家
に
向
け

「
㌔

▼
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花

　火

に
、
火
を
つ
け
な
い

　
こ
レ
㌔

▼
風
の
強
い
と
き
は
、
花

　火

遊
び
を
し
な
い
こ
と
。
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物
価
が
上
が
れ
ば
年
金
も

　
　
　
　
ス
ラ
イ
ド
制
九
月
実
施

　
昭
和
五
十
年
度
の
国
民
年
金
改
善

案
が
だ
さ
れ
て
か
ら
、
物
価
ス
ラ
イ

ド
の
実
施
時
期
や
、
福
祉
年
金
の
大

幅
引
き
上
げ
に
注
目
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
さ
る
六
月
六
日
、
国
民
年
金

法
の
『
部
を
改
正
す
る
法
律
が
国
会

で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　物

価
ス
ラ
イ
ド
九
月
実
施

　
昭
和
五
十
一
年
｝
月
に
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
た
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
実

施
時
期
か
四
カ
月
繰
り
上
げ
、
今
年

の
九
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
二
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
ラ
ィ
ド
幅
は
、
昭
和
四
十

九
年
度
ウ
、
王
国
消
費
者
物
価
の
平
均

上
昇
率
が
、
一
二
、
氏
％
で
あ
っ
た

二
と
か
ら
現
行
の
年
金
額
か
別
表
の

よ
う
に
増
領
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。老

令
福
祉
年
金
十
月
か
ら

　
　
　
　
月
一
万
二
干
円
に

福
祉
年
金
に
つ
い
で
、
も
、
大
幅
に

年
金
額
の
引
き
上
け
と
所
得
制
限
の

緩
和
が
な
さ
れ
、
老
齢
福
祉
年
金
が

本
年
・
十
月
か
ら
目
額
一
万
二
千
円
に

引
き
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
、
あ
ほ
か
、
障
害
、
母
子
、
準
母

．
†
福
祉
年
金
の
支
給
額
も
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
的
に
拠
出
年
金
に
加

入
で
き
な
か
っ
た
入
で
、
し
か
も
七

十
歳
に
な
る
ま
で
、
な
ん
の
年
金
も

も
ら
え
な
い
、
い
わ
ゆ
る
々
谷
間
老

人
”
に
対
す
る
老
齢
特
別
給
付
金
も

月
額
九
千
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
市
民
課
国
民
年
金
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

改善された国民年金
改正内容何現

　50年9月実施

月額　28，300円

目額17，687円

月額　11，320円

　50年10月から

月額　13，000円

月額35，375円

月額　28，300円

月額28，300円

　51年4目実施

月額　　1，400円

　50年10月実施

月額　12，000円

月額　18，000円

月額　12，000円

月り　15，600円

月額　‘9，000円

　50年5月実施

年収　　120万円

年収　267万円

年収　　876万円

月額　23，220円

月額　14，513円

月額　　9，288円

月額　29，025円

月額　23，220円

月額　23．220円

1，100円脚

月額　　7，500円

月額　11，300円

月額　　7，500円

月額　　9，800円

月額　　5，500円

年収　　90万円

年収207．3万円

年収688．5万円

　項　　　　　　　目

◎拠出年金

1，年金額の引上げ

　老齢年金　25年納付

　　　　　　10年年金

　　　　　　5年年金

　障害年金　　　1級

　　　　　　　　2級

　母予遺児年金

2，　　f呆F亀牽斗・7）改定

　定額保険料

◎福祉年金

1，年金額の引き上げ

　老齢福祉年金

　障害福祉年金　1級

　　　　　　　　2級

　母子、準母子福i止年金

　老齢特別給付金

2．　戸斤得箭Ij限グ〕緩干口

献所得（老齢障害）
　　　　　（母子、準母予〕

　扶養義務者等所得

“
働
く
も
の
の
豊
か
な
暮
し
に

　
　
　
　
労
働
金
庫
の
ご
利
用
を

市
f
、
は
中
小
企
業
や
個
八
商
店
に

働
・
へ
た
ち
の
、
金
融
の
利
便
を
図

り
勤
労
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
労
働
金
庫

か
ら
住
宅
資
金
や
生
活
資
金
等
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
財
団
法
氏
宮
城
県

勤
労
者
信
用
基
金
協
会
（
略
称
勤
信

協
）
！
、
出
措
及
び
預
託
を
し
f
、
、
働

，
＼
八
、
た
ち
の
金
融
の
利
便
を
図
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、

宮
城
県
勤
労
者

　
　
信
用
基
金
協
会
と
は

職
場
に
労
働
組
台
の
な
い
中
小
歯

業
、
個
尺
商
店
に
働
く
人
達
が
、
労

働
金
庫
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
き
、

協
会
か
信
用
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、

借
入
を
容
易
に
し
働
く
へ
々
へ
の
金

融
を
一
層
円
滑
に
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
も
の
で
、
県
・
市
町
村
・
労

働
金
庫
・
労
働
福
祉
事
業
団
休
が
出

指
し
運
営
さ
れ
で
、
お
り
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
方
は

聖
中
小
企
業
、
個
へ
商
店
に
働
、
・
、
従

業
員
で
あ
リ
、
事
業
主
を
除
き
常
時

雇
用
さ
れ
で
、
い
る
方
は
ど
な
た
で
、
も

利
用
嬬
、
き
ま
す
．
．

▼
利
用
す
る

　
た
め
に
は

　
「
白
石
地

区
勤
労
者
互

助
会
」
に
加

天
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
．

職
場
に
あ

る
亙
助
会
、

親
睦
会
等
を

卑
位
と
し
f
、

加
天
し
！
」
下

さ
い
、

　
お
問
合
せ

は
、
市
商
工

目
勺
ヒ
し
田
下
　
＼

莚
』
フ
壬
肖
　
！

螺融資の種類ゆ一

用　途担保．返済期間ミぢ6．
、
髪

7
’虫口

胃『種　　」

教
癒
副

猴
踏

結
育
婁
ゲ
、

無5年封ノ、「勾50　万　円
工！－圃、　　　　r…・」

、
7
『

／
寸

笑
｛

ロ
エ
ヂ

舌宅

土地≒建
物　　斤増
改染費金

有25屯三工ニノ、「勺5007」「「1』ン
し

穿
．

ヒ
エ芭ず

　
へ

・
土f

（
沁
餐

大
大
入

無年8…　1二弟
50万円

ノで翁

慧



あ
母
考
え
ヒ

　
七
夕
祭
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
毎
日
、
毎
日
小
さ
な
手
で
、
一
生

懸
命
に
色
紙
を
折
り
七
夕
飾
り
を
作

り
あ
げ
、
今
日
は
お
母
さ
ん
達
に
見

て
も
ら
う
の
だ
と
、
園
児
達
は
お
お

張
り
切
り
。

　
司
会
の
先
生
に
、

「
こ
れ
を
作
っ
た
の
は
何
組
さ
ん
。
」

蓑
澱へ

“
擁
レ

欝
．

晒
§
一
．
、
　
欝

　
　
　
．
き

季
　
　
畷

　
　
f
㌧

い
っ
し
よ
F

　
　
　
　
　
讃
弓

白
石
第
　
幼
稚
園

と
言
わ
れ
、

「
う
さ
ぎ
さ
ん
で
す
。
」

と
、
小
さ
な
遊
戯
室
が
割
れ
ん
ば
か

り
の
大
声
に
、
お
母
さ
ん
達
は
ド
ッ

ト
大
笑
い
…
…

　
園
児
と
お
母
さ
ん
達
が
、
一
体
と

な
っ
て
七
夕
祭
を
楽
し
ん
で
い
る
。

お
母
さ
ん
達
も
童
心
に
か
え
っ
て
、

。
」
，
験
篤

轟
藍

礁

プ塵

鑓

　
「
浜
辺
の
う
た
」
を
合
唱
、
園
児
達

に
お
ほ
め
の
拍
手
を
受
け
て
少
々
テ

レ
気
味
…
：

　
で
も
園
児
と
父
兄
が
一
体
と
な
っ

た
七
夕
祭
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
感
じ

を
い
だ
く
、

　
日
本
風
俗
誌
に
よ
れ
ば
「
天
の
河

の
東
に
天
帝
の
子
た
る
美
麗
な
る
織

1畿訟

い償鋼　
毒

償
羅

攣製

女
が
あ
り
、
常
に
機
を
織
り
て
年
々

に
労
役
し
殊
に
歓
び
楽
し
む
と
い
う

こ
と
な
れ
ば
、
天
帝
其
の
独
居
を
憐

み
て
、
天
の
河
の
西
に
在
る
牽
牛
を

婿
に
取
っ
て
彼
女
に
与
え
ら
れ
る
に
、

そ
れ
よ
り
彼
の
女
楽
に
耽
り
て
、
絹

を
織
る
こ
と
を
廃
し
け
れ
ば
、
天
帝

大
い
に
怒
り
て
之
を
呼
び
か
え
し
、

た
だ
一
年
に
一
度
こ
の
七
月
七
日
の

　
か
き
さ
ぎ

夕
、
鵠
の
羽
を
も
っ
て
橋
と
な
し
て
、

牽
牛
と
相
逢
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
」

と
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
読
み
書
き
、
手
芸
な

ど
の
上
達
と
、
す
こ
や
か
に
育
つ
こ

と
を
祈
り
つ
つ
…

輝
》

　
繁
、

欝
蟹
腿
塾

斧

．

蓬
．
、
観

喬
医
げ
・

‘
義
唱　

・
塩

署，

マ『
孟』

挑
・

、
講

篤

臨
乳

8月16日～17日りつま
螺
白石夏ふるさとの夏まつ

自石わんこそば大会日本一長い120㍍流しう～めん大会

事

駅前盆おどり大会
水かけみこし
350人によるふるさと白石おどり発表会
　＊バトンガール　　＊ブラスバンド

　＊日本のまつり一鬼剣舞・鹿子踊り

一一鐙聡藝躍議一．

4日～16日
　16日
　17日

艦
鑛
、

論

塗

読黙鐙灘

4

礎
　
　
麟
等
ヤ
　
　
　
薫

難
恥
．

奪
．
。
～

撃

愚
趨
歯
卿
襲
嚢

．
、
噸
、
轟

　
　
　
懸

　
諏
　
　
「
磁

“チビッコのお城

　白石第2幼稚園完成“

　南寺前地内に鉄筋コンクリート造り平

家建800m2の真白な建物の白石第2幼稚

園（定員150名〉が、完成しました。待

ちに待った園児達は広々とした園児室、

遊戯室にとまどったようす、大きな自分

達のお城で、元気に伸び伸びと過すこと

ができるようになぎ）ました。

一一一一一一一一一一一荷め請題画…一一一一一

“早や起きテニスヘ

　みんなで参加しませんか唖

認

態

隠

r
談

　老いも若きも、男も女も一堂に集まり、

白高のテニスコートを借りて、市民早や

起きテニスの練習をしています。上手な

人も初めての人も和気合々、スポーツに

よって身体の鍛錬に励んでいます。

　早や起きして参加しませんか。

　
、
毒
．

・
灘
し

欝
’
．
、

　
　
　
　
　
　
磁

撃
漁
汽
－

砺

鞭

、
、

恥．

史
跡
散
歩
、

⑤
　
戦
国
末
・
織
豊
（
安
土
桃
山
）
時
代

白
石
城
・
城
下
町
の
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
史
編
寡
委
員

　
伊
達
十
五
世
晴
宗
は
天
文
の
乱
後

　
　
　
　
　
　
　
お
う
し
ゅ
う
た
ん
だ
い

米
沢
城
に
移
り
、
奥
州
探
題
に
任
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ぎ
ょ
う
ち

ら
れ
、
乱
中
の
家
臣
の
知
行
地
を
整

理
し
（
晴
宗
公
釆
地
下
賜
録
－
市
史
⑤

56

頁
以
下
）
次
第
に
そ
の
勢
力
を
伸

ば
し
た
。
子
の
輝
宗
の
跡
を
受
け
た

　
　
　
　
　
せ
ん
ご
つ

孫
政
宗
は
、
仙
道
七
将
の
連
合
軍
を

も
と
み
や
“

本
宮
て
打
破
り
、
天
正
十
七
年
に
は

す
り
あ
げ
が
は
ら

摺
上
原
で
、
芦
名
氏
を
大
破
し
黒
川

（
若
松
）
城
に
入
り
、
南
奥
全
域
を
そ

　
き
ん
カ

の
傘
下
に
収
め
た
。
し
か
し
時
既
に

　
　
　
　
　
て
ん
か
ぴ
と

遅
く
政
宗
は
天
下
人
秀
吉
に
芦
名
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
き
せ
ん
レ
ヤ
つ

討
伐
・
小
田
原
遅
参
や
一
揆
扇
動
の

疑
い
な
ど
で
、
天
正
十
九
年
（
一
五

九
一
）
そ
の
広
大
な
領
地
は
殆
ん
ど

　
　
　
　
　
わ
ず

没
収
さ
れ
、
僅
か
に
宮
城
県
・
岩
手

県
南
二
十
郡
を
与
え
ら
れ
た
の
み
で

あ
っ
た
。
仙
南
諸
郡
の
中
刈
田
郡
の

み
は
秀
吉
の
股
肱
の
臣
の
英
傑
蒲
生

し
つ
レ
ご
レ
ち

氏
郷
領
七
十
三
万
石
内
に
組
入
ら
れ

た
。
そ
こ
で
白
石
館
の
屋
代
氏
（
白

石
氏
は
一
五
八
六
年
安
達
郡
塩
松
に

移
っ
て
い
た
）
を
始
め
、
中
目
、
大

町
・
宮
内
・
小
原
の
諸
将
は
刈
田
郡

か
ら
新
伊
達
領
内
に
移
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の

　
伊
達
氏
長
年
の
恩
顧
を
偲
ぶ
郡
民

　
　
　
　
い
っ
き
は
っ
き
　
き
ざ

は
動
揺
し
一
揆
蜂
起
の
萌
し
も
あ
っ

た
が
、
白
石
城
主
四
万
石
の
蒲
生
源

左
エ
門
郷
成
の
武
断
政
治
に
よ
り
鎮

圧
さ
れ
、
こ
こ
に
大
土
木
工
事
を
起

し
て
、
城
と
城
下
町
が
始
め
て
建
設

　
　
　
　
　
飯
沼
　
寅
治

さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
資
料
が
無
く

不
詳
で
あ
る
が
次
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

朝
鮮
征
伐
（
一
五
九
二
～
一
五
九
八
）

　
ぷ
ん
ろ
く
　
げ
い
ち
ゃ
り

の
文
禄
・
慶
長
の
こ
ろ
、
郡
民
に
重

税
を
課
し
人
夫
を
徴
発
し
て
（
市
史

⑤
…
…
・
皿
頁
）
白
石
河
岸
に
堅
い
堤

防
を
築
き
、
そ
こ
か
ら
引
水
し
て
、

表
紙
写
真
の
よ
う
に
旧
河
川
跡
地
の

懸
飛
及
餓
赫
を
掘
蟹
し
、
鵡
簸
を

改
修
し
て
近
世
城
郭
益
岡
（
白
石
）

城
を
築
造
し
た
。
又
本
丸
廻
り
の
城

壁
の
石
垣
は
領
内
産
の
石
を
使
用
し

た
外
、
中
世
以
来
の
供
養
碑
や
石
碑

等
も
徴
発
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
ふ

し
も
あ
る
。
当
地
方
に
古
い
金
石
文

が
な
い
の
は
こ
ん
な
事
情
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
か
。

　
奥
州
全
域
の
目
付
役
と
し
て
の
蒲

生
氏
は
、
政
宗
に
備
え
た
防
備
を
第

［
に
考
え
、
沢
端
川
に
は
防
火
や
濯

概
・
雑
用
の
他
、
外
堀
の
役
割
も
持

た
せ
、
道
路
も
北
半
を
複
雑
に
設
定

し
た
。
町
の
規
模
は
案
外
に
小
さ
く
、

北
限
は
現
在
の
外
北
小
路
・
番
丁
の

町
並
み
・
東
限
は
国
道
四
号
線
の
町

並
み
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
古
本
町
や

本
鍛
治
小
路
の
町
名
が
残
っ
て
い
る
。

水
の
町
・
旧
城
下
町
の
白
石
は
片
倉

氏
入
城
以
前
の
こ
の
時
以
来
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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魚介類による腸炎ビブリ

オ食中毒注意報が発令

魚介類による腸炎ビブリオ食中

毒の発生が予測されるので、県で

は注意報を発令しました。

次の事についてご注意ください。

食品営業者の方は

1〉　生食用魚介類は5℃以下冷蔵

　し保存温度を確認する。

》　生鮮魚介類を調理する場合は

必ず水道水で十分洗牒する。

〉　マナ板、包丁の消毒及び生食

用と加熱食品の区分をする。

》　加熱調理出来る食品は十分に

熱を通し、調理後は早く食べる。

1〉　調理人の手指の消毒の励行を。

家庭の主婦は

》　生食用魚介類は5℃以下に冷

蔵し出来るだけ早く食べる。

〉　生食用魚介類を調理するとき

は水道水で十分洗1條する。

》　マナ板、布巾などの消毒と乾

燥を行う。

〉　加熱調理の出来る食品は十分

に熱を通し調理後はすぐ食べる。

〉　調理人の手指の消毒の励行を。

勤労青少年ホーム
働く青少年の皆さん、お友達

とともに、おいでください。

日本舞踊　4・11・18・25
茶道裏干家流　　5・12・19・26

料　理5・12・19・26
華道池坊 7・14・21・28
華道小原流　1・8・15・22

和　 裁2・9・16・23
民　　　謡　1・8・15・22
リボンフラワー　　7・14・21・28

社交ダンス　7・14・21・28
フォークダンス　　5・12・19・26

ギター愛好会　2・9・16・23
剣　　　道　4・11・18・25
ピンポン12・14・19・21

　
　
，

ヂ
輩
楚
で
璽
炬

麗
め
集
集
、
ぶ

フ
ン
。
始
案
は

吾
輩
は
馨
、
奄
い

噸黙藷
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視聴覚教育技術研修会に参

加して資格を取りましょう

〉日　目寺　8月18・19・20日

　　　10同寺～16H寺

〉場　所　白石市役所大会議室

レ研修内容

①学習指導上における教材利用の

意義

②スライド映写技術の習得

③16ミリ映写機の操作及実習

④フイルムの取扱い方

⑤映写機操作検定

⑥その他

》参加費用

　受講料無料但しテキスト代個

人負担

》申込先　市教委　社会教育課

　　　（TEL⑤2111内線411）

　　警察官募集
宮城県警察では、来春4月採

用予定の警察官を募集しており
ます。

》受験資格

　昭和23年4月2日から昭和
33年4月1日までに生まれた
男子で高校卒業程度以上の学
力のある方

＞試験日
第一次試験　10月5日
第二次試験　10月28日

レ受付期間

7月1日～9月25日まで、受
．験申込書は警察署に準備して
あります。

〉お問合せ
白石警察署か駐在所へ

老人福祉センター
　凹才以上の方に利用
　証発行しております

書道・囲碁・将棋　　12・26

民謡・謡曲・詩吟　　　8・22

　　生花・茶道　　5・19

　　　　盆栽　 6・20

防災テレビ番組
毎週土曜日　AM10：00～10：05

宮城テレビ

毎週日曜日　AM8：55～9；00

仙台放送

白石市の人口　7月1日現在
　　総人口　41，176人
　　　男　　　　20，033／k

　　　女　　21，143人
　　世帯数　9，898世帯

8月の相談日

相談区分
行　　　正女　　　季目　　言炎

定期生活相談
社会保険相談
高令者職業紹介

人権無料法律
補聴器巡回サービス

相談日

9

5・15・25

22

5・19
5

6

時 間

13：00～15：00

10：00一一12：00

9：00～15＝00

10：00～12：00

10：00～12：00

9：00～11：00

場 所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市役所

市役所福祉事務所

市役所

市子突戸斤ネ畠祉事務旬〒

　
み
ん
な
の
た
め
に

　
　
仕
事
を
す
る

　
　
　
　
　
市
長
さ
ん

　
白
石
市
に
は
、
約
四
万
一
千
二
百

人
の
人
々
が
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

人
々
が
、
み
ん
な
し
あ
わ
せ
で
豊
か

な
く
ら
し
が
で
き
る
よ
う
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
を
す
す
め
た
り
、
責
任
を
も

つ
へ
が
、
市
長
さ
ん
で
す
。

　
市
長
さ
ん
は
、
明
る
く
住
み
よ
い

白
石
市
に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ね
が
い
な
ど
を
き
い
て
、

仕
事
の
計
画
を
た
て
、
市
議
会
に
相

談
し
て
、
き
ま
っ
た
仕
事
を
市
役
所

の
い
ろ
い
ろ
の
係
り
の
人
に
す
す
め

さ
せ
ま
す
。

　
す
み
よ
い
市
に

　
　
す
る
た
め
に

　
　
　
話
し
あ
う
市
議
会

　
市
議
会
は
三
十
人
の
市
議
会
議
員

さ
ん
が
い
て
、
市
長
さ
ん
が
仕
事
を

し
で
、
い
く
の
に
、
大
切
な
市
の
き
ま

り
や
、
市
の
お
金
の
使
い
み
ち
な
ど

を
、
相
談
し
て
き
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
議
会
議
貝
は
二
十
さ
い
い
じ
よ

う
の
市
民
の
へ
た
ち
の
せ
ん
き
ょ
で

え
ら
ば
れ
ま
す
。
え
ら
ば
れ
た
市
議

　　白石市のしくみ
匝垂H壷｝一事務局一市議会のた副士事をする

市長 助役

収入役

　　　水道事業所一水道の仕事をする

團薗…一・・一鍋

選挙管理委員会一事　務　局一せんきょの仕事をする

農業委員会一事務局一農地のそうだんをうける仕事をする

監査委員会 事務局一市のお金の使い方をしらぺる

公平委員会一事務局一市に働く職貝の柑，災をうける

会
議
員
さ
ん
は
、
四
年
間
市
民
の
た
　
　
ま
た
建
設
課
で
は
、
道
路
や
橋
を
）

め
の
仕
事
キ
、
し
ま
す
。
　
　
　
　
な
お
し
た
り
、
市
民
課
で
は
こ
ど
も
入

　
市
民
の
た
め
に
　
　
　
　
　
が
生
れ
た
り
、
け
っ
こ
ん
し
た
と
．
、
、
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
と
ど
ナ
を
受
け
つ
ナ
る
仕
事
を
（

　
　
は
た
ら
く
市
役
所
　
し
て
い
郵
そ
の
ほ
怒
、
わ
た
入

蒲
役
所
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
し
た
ち
の
湧
し
に
凛
し
荏
事
収

し
ろ
％
ろ
な
仕
事
を
う
け
も
っ
て
い
　
を
す
る
課
力
あ
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
の

ま
す
　
そ
の
］
つ
教
育
委
員
会
で
は
、

小
学
校
や
中
学
校
の
校
舎
を
た
て
た
　
　
み
ん
な
の
お
金
で
　
　
　
　
市

り
・
プ
ー
ル
を
つ
く
っ
た
り
し
て
・
　
　
　
　
市
民
の
た
め
に

み
な
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
勉
強
し
、
　
　
市
役
所
で
、
市
民
の
た
め
に
仕
事

運
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
い
　
を
す
る
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ひ
よ
う

ろ
い
ろ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
お
金
は
働
い

　
　
　
⊥
「
索
ー
↑
膏
1
“
「
T
』
丁
一
「
、
「
、
丁
・
r
T
「
帯
ー
丁
丁
皿
「
札
「
丁
丁
哩
－
傘
－
密
1
↑
↓
1
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ら
　
　
る
る
　

仕
　
　
す
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
か
　
る
す
す
　

る
　
　
を
こ

　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
の
　
か
　
す
キ
リ
ゴ
　

く
　
　
事
と

　
　
　
　
す
る
石
て
を
喜
武
る
つ
仕
る

　
　
　
　
を
　

る
　
　
す
白
　
↓
　
射
仕
ぼ
す
を
　
る
る
す

み　
　
る
事
　

す
　

る
を
・
　
毛
　
圧
る
ノ
画
直
　
す
け
り

　
　
す
仕
　

を
　

す
う
と
る
安
　
坊
け
を
計
水
　
を
助
た

　
　
を
　
る
　
　
　
事
　
る
　
を
　
ど
　
う
す
　
に
　
　
引
　
物
　
塚
　
を
　
下
　
　
事
　
を
　
っ

　
　
事
け
る
仕
す
事
し
ど
を
き
　
め
剰
ー
り
め
　
仕
べ
払

く
仕
受
す
る
り
仕
の
し
い
と
　
た
き
た
く
た
　
な
る
肌
ス

　
　
緬
糖
緬
勧
概
痂
牒
綜
㌘
謁
醍
批
恥
褐
舷
ひ
塗
財

し
鋤
緩
羅
認
蟹
欝
磁
総
耽
鉱
鑑
融

の　
　
議
民
の
　
の
　
の
　
金
業
業
ろ
し
よ
　
ん
れ
路
た
し
す
溶
し
金
満

　
　
市
市
市
市
市
税
農
産
二
い
る
け
生
道
あ
美
を
部
暮
お
六

聰
羅
簾
欝
鱗
欝
慧
欝
滋 T

T
T
T
T
T
T
r
T
T
T
ウ

〔
夏
休
み
よ
い
子
の
ぺ
ー
ジ
〕

　
　
ゆ

　
　
ほ
く
ら
の
ム
U
石

人口41，176八
小学生3，386人

中学生1，968八

題字は第二小2年

　小室智彦君
　　　の作品

ぜんぷで　29おく円

税　 金

9おく円

国や県からくるお金
17おく円

その他
3おく円

市の支出（歳出）
ぜんぶで　29おく円

教育費
6おく円

民生費
6おく円

土木費
3おく円

その他
14おく円

騨霜婁一事務局一繕翻贈再碧たものに不服の ↑　　　　　↑保育園をつくったり、こまっている
1　　　　へを守るお金
学校をつくったり、学校のためのお金

て
い
る
市
民
の
収
入
の
］
部
か
ら
お

さ
め
る
、
た
ば
こ
、
電
気
、
家
屋
や

土
地
に
か
か
る
ぜ
い
金
な
ど
で
ま
か

な
う
の
で
す
。

　　横川少年キヤンプ大会に
　友達とともに参加しましょう
8月9日～1ロ日　七ヶ宿町横川、横川青少年旅行村
〉対　　象　’1・学5，6年生

〉募集人員　150名
レ会　　費　1，000円（実費2，000円の内青年会献所1，000円

　　　　　　負担）
〉集合場所　白石駅パスターミナノレAM8：30
》申込先且⑥2457〔武田）⑤3515（半沢1

　毛催　青年会議所　　後援　市教育委員会

8月24日1日曜日）AM9：00～　白石中学校

白石市民健康まつり
〉家庭バレーボール…30歳代女5A、、40歳代女4人、，

　　　　　　男1人、50歳以上男1人
〉ソフトボール…男二』～30茂代4／k、44歳まで5人、50

　　　　　歳男1人
　　　　　女子　年齢制限なし
》申込〆切…8月16日市教育委員会社会教育課へ
　　　TEL⑤2111一（内線1411

6



　50．8．1

藍一善篇　　　＿　甑謡懸灘誕蜷雛懸麟灘轟論轟塩譲＿議＿
幽触

月日

8．4

4

5

5

6

6

7

11

11

12

12

13

14

20

20

21

25

25

26

27

27

28

行事内容
健　康　相　談

妊　婦　相　談

健康　相　談

妊　婦　相　談

健康相　談
妊　婦　相　談

3カ月児検診

健康相　談
妊　婦　相　談

健　康相　談

妊　婦　相　談

12カ月児検診

3カ月児検診

健康相　談
妊　婦相　談

6カ月児検診

健　康祖談
妊　婦　相　談

3歳6カ月児検診

健康相　談
妊　婦　相　談

6カ月児検診

受付時間

9：30～11：30

13：00～14：00

9＝30～11：30

13：00～14：00

9＝30～11：30

13；00～14＝00

13：00～13：10

9＝30～11＝30

13：00～14＝00

9：30～11＝30

13：00～14＝00

13：00～13：10

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

13；00～13：10

9：30～11＝30

13：00～14：00

12＝30～13：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13；00～13：10

場 所

白石市役所
白石市役所
越河出張所
越河出張所
大鷹沢出張所

大鷹沢出張所

白石保健所

大　平　分　室

大　平　分　室

白川公民館

白川公民館
市　民　会　館

白石保健所
福　岡　分室

福　岡　分室

市　民　会　館

斎川出張所
斎川出張所
白石保健所
小原元診療所

小原元診療所

市　民　会　館

対 象 者

白石地区の方

白石地区の方

越河地区の方

越河地区の方

大鷹沢地区の方

大鷹沢地区の方

4月出生者で越河、斎川、大平、大鷹沢、白川
福岡、小原地区の方

大平地区の方

大平地区の方

白川地区の方

白川地区の方

昭和49年7月出生の方

4月出生者で白石地区の方

福岡地区の方

福岡地区の方

2月出生者で白石地区の方

斎川地区の方

斎川地区の方

昭和47年2月出生の者

小原地区の方

小原地区の方

2月出生者で越河、斎川、大平、大鷹沢、
福岡、小原地区の方

白川

i成人病検診（やすらぎ号）Uワイノレ鐙家のみなさん　i

虻
糊
蓼

唄
舞
肇
編
麟
灘
繍
賄
翻
翻
講
饗
麟

し．．蟄空豊勢璽腿讐屡盤．1
　「やすらぎ号」による成人病検診を実施いたしま
す。ご自身の健康管理のために、受診しましょう。

》日時及び会場

1．．．．．量堕蜂璽堂愛互ま．蛙．至．．．i

　ワイル病は死亡率が高く、後遺症もある恐ろしい

会　　 場

深谷小学校
八ッ宮集会所
弥治郎集会所

実施日

8月4日
8月5日
8月11日

受付時間
13：30～14：00

13：30～14：00

13：30－14：00

〉対象者
　深谷・八ッ宮・弥治郎・上戸沢地区の方で、30歳
以上の市民が対象となります。尚老人健康診査も同
時に実施いたします。

〉検査種目

　血圧・尿・その他必要に応じて心電図、眼底血液
検査も行います。

　　　　　　　　　　　　　13：30～14＝00　　上戸沢集会所　　　　　　　　8月25日

病気です。今年は「ねずみJが多く発生しており、
田や川、堀などで作業中に皮膚から感染します。
　就農者の皆さん、この機会に予防接種を受けて、
安心して仕事に励んでください。
〉対　象
〉日　時
〉場　所

〉料　金

〉申込み

レその他

就農者及ぴ希望者
8月20日・27日　13：30～14：00
市民会館
無料（全額市費負担）

8月16日まで市役所衛生課又は出張所、
分室へ
初めての方は2回接種、毎年行っている
方は1回接種します。

8月の休日当番医
日

3
10

17

曜
日

日

日

内 科

大沼医院⑤2502
芭　医院⑤2410
水野医院⑤2735

外 科

刈田病院⑤2145
加藤（ガ医院⑥2653

刈田病院⑤2145

日

24

31

曜
日

日

内 科
加藤（司）医院⑤2001

引地医院⑤2036

外 科

朝倉病院⑤2101
銭谷医院⑤2010

※都合によ「）変更になる場合もあります。
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